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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜全体連絡事項＞

· 塗装工事は工程どおり進んでいます。

· 患者様のくつ箱は名札ではなく番号表示にする予定です。

· 庶務の竹ケ原さん本日で退職となります。

· 今週の歯科受診者は13名です。

· 3月18日13時～　診療課検討会議を行います。

· 3月下旬か4月上旬に青森大学から研修生がきます。

· 3月18日16時～給食委員会があります。

· 修理伝票の提出についての手順を庶務で作成するそうです。

＜定期薬変更患者様＞

· 柳杭田　かつ子様

日中の眠気を訴えリスパダール減薬となっています。

日中の眠気の程度と精神症状を観察しましょう。

　

＜接遇勉強会＞

ケースより　　忙しい時、スタッフの言葉が明らかに荒くなっている。

忙しいとつい言方がきつくなったり、早口になったりして、言葉が荒くなってしまいがちです。電話の場合は特に、面と向って話すよりもきつい印象を与えてしまいます。

対応策→　ポイントは語尾を丁寧にする。

　　　　　命令調ではなく、依頼調にする。

　　　　　「○○してください。」ではなく「○○をおねがいできますか。」

　　　　　普段から、依頼調で話しそれを習慣づける。

　　　　　「作業療法の時間です。準備をして下さい」　


　「作業療法の時間です。準備をお願いします。」

　　　　「ちょっと待ってください。」


　　　　　「少しお待ち頂けますか。」

　

　　　　等、日常の言葉使いを依頼調で話す練習をしています。　

　　
















